






































































( 4 )実施期間:2007年 1月'"'-'2009年 8月
2. 手続き(コンサルテーションに至る経過)



























4回目 L~!"!平 11'号一;主15-1:更す三号IF--:ft考主e:(J) 号全一 L~色、 tll 13:: 2ム一一一 J~守一一ー l ④
-保護者との関係
-他児とのかかわり 園長
08.05 ・就学 l母親 i③④⑤ l③ 
























10回目 L~ 竺f;t .竺Jil- . 9c王子主主L三豆一一一一一J三{主主13::2 ム一一一 J~守一一 J ④
③④⑤⑤ l③ 08.11 
-着席行動 ・保護者との関係
-統合保育支援計画 ・保護者との関係 園長、主任
11回目 L~ 全土竺Jil- . 9c主主.t守入手竺一一一一一一l三{主主主ひ一一一一LCP一一J④
-統合保育支援計画 ・保護者との関係 ・着席行動 園長
12回目







-統合保育支援計画 ・保護者との関係 ・着席行動 園長
②③④⑤ i② 
⑥⑦ ④⑤ 




































i 。ヘ。今少 r ダ














ってくれている」と肯定的に捉えるようになった。 I I 
保育園は、保育経過記録(児童票)の記載を義務付け



























































































ード 16枚(図 5) は、保育園の日常生活場面が描かれている。対象児の指導に活用されたもの
であったが、その内容は他の幼児にとっても分かりやすいものであった。このように、カンファ
レンスと対象児の変容は、保育士の保育内容・方法の工夫や実践も促すことになった。
表 2 H 19末と H21の比較
H 19末 H21 
長期目標 • 2つの目標を設定。 . 2つの目標を設定。同じような内容だが、表現がやや詳しくなる。
短期目標 . 1つの目標を設定。 . 3つの目標を設定。
様子実態 -マイナス(できないこと、課題等)の記述が6つ。 -マイナス(できないこと、課題等)の記述が7つ。

















































































































































































3 宮城教育大学附属特別支援学校 (2008) ~平成 19 年度研究紀要(第 49 集) j] 
p 116-122 
4 浜谷直人ら (2009)~発達障害児・気になる子の巡回相談 すべての子どもが「参
加Jする保育へ』ミネルヴァ書房
5 ウィリアム・ P・アーチュル、ブライアン・ K ・マーテンズ 監訳:大石(2008) 
『学校コンサルテーション 統合モデルによる特別支援教育の推進』学苑社
6 浜谷直人 (2005) ~巡回相談はどのように障害児統合保育を支援するか:発達臨
床コンサルテーションの支援モデ、ル』発達心理学研究 第 16巻第 3号 p 300-310 
7 宮城教育大学特別支援教育総合研究センター (2006)
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